
メソトリオン（Mesotrione）  

審議の対象   農薬の食品中の残留基準の新規設定及び暫定的な残留基準の見直し   

農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があり、併せて  
経緯  

ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。   

構造式   
0  0  NO2   ＼くヽ   】   0 ／ク  

so2CIも   

用途   農薬／除草剤   

トリケトン系除草剤  

作用機構  
感受性植物（一年生雑草全般）のカロチノイド生合成系に関与する酵素  

（4－ヒドロキシフ工ニルピルビン酸ジオキシゲナーゼ）を阻害することによ  

り、白化症状を発現させて、枯死に至らしめるものと考えられている。   

適用作物／適用雑草名等  農薬登録申請：とうもろこし、稲／一年生広葉雑草、マツバイ等   

我が国の登録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

国際基準は設定されていない。米国においてとうもろこし、アスパラガス、  

諸外国の状況  ベリー類等に、カナダにおいてクランベリー等に、ニュージーランドにおい  

てとうもろこしに基準値が設定されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．003mg／kg体重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠］3世代 繁殖試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量 0．3mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品  

同様、一律基準（0．01ppm）が適用される。   

TMDl／ADl比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

暴露評価  
国民平均   1．3  

幼小児（1～6歳）   2．4  

妊婦   0．9  

高齢者（65歳以上）   1．3  

TMDt：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiIyIntake）   

平成21年7月28日に在京大使館への説明を実施  
平成21年9月24日～同年11月23日 WTO通報実施  

意見聴取の状況  （意見の有無について連絡待ち）  

平成21年10月14日～同年＝月12日 パブリックコメント実施  

（意見なし）   

答申案   別紙2のとおり。   
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メソトリオン  （別紙1）  

農産物名   基準値  基準値    登録  参考  基準¶且   作物残留試験成績   
米   

Dロm   PPm  DDm   Dロm  

甲  
ロロm  

001  ＜0002 ＃ ＜0002，≠   
とフもろしし   0．01  ＜0．002，＜0．002   

mgr8m  

拗 爛  1dcom  

その Sor脚印 Miuot’訂血   

と’きび   001  【米国】くq．Pl（町〒8（軌 
アス∠ヽフガス  【米国】＜n〔lrn＝R）  
オク‾   q．ql  8  

001                Zズヘジー  
プ7、－クヘリー   

＜001 －3  
001  

プレーヘリー  
タフンヘリー   erry  【米国】＜0．01（＃）（n＝5）  0．01  ㌻ゝ錨 諾   12月までの期限付きの基準0．01ppm  

週如  ふdSm山げ川itCropgroup13－07）  

【米国】軸汀ygr叫Pを削軋 
その他のオイレヾ－ド  

牛の筋肉  
豚の筋肉  

牛の脂  
豚の脂肪  
その他の陸生 乳類に す  
牛の肝臓  

頸榊 モ～；油1  ‘亮繋  0．01  一 山こ・＝ ■  ニ‘一 一 …   一 ・ ＝：■こ   ●： ● ＝   ＝・－   

－′一・∫  ＝＝警 ノ畳  

豚の腎謄  

牛の食用純分  
豚の食用卸分  

蜘              ；＝護  

その他の陸 乳類に属ナる動物の食用敵分  ；ご長  

注）カナダの規綱対♯は親化合物  

ゝ萎  

の の    の  
鶏の脂肪  
モ  豪  

1 

鶏の肝鱒  
その他の家きんの肝臓  減  dMo■tbyproductsofpo山け  

鶏甲腎臓  豊  
その他の家きんわ智臓  
鶏の食用部分  
その他の家きんの食用部分  

のF  

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において設定された基準値（暫定基準）については、網をかけて示した。  
（＃）これらの作物残留試験の一都は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
米℡88汀y訂Oupの代表農産物は、ブラックベリー又はラズベリー及びブルーベリー．  

注）EUでは、よ作掛こついて、メソトリオンと代謝物MNBAの和として、分析上の限界値（L馴耶汀Lhto一心■帆cJDet■min山ohO．05－0．1ppm）が基準せとして投定されている．  
畜産物については、基準仙ま設定されていない．   

カナダ、NZでは、基準が世定されている上記以外のよ産物lこついて、0．1pp【nをDo嵐山MRLとして投定している．   



（別紙2）  答申（案）  

メソトリオン   

食品名   
残留基準値  

ppm   

米   0．01   
とうもろこし   0．01   
その他の穀類（注1）   0．01   
さとうきび   0．01   
アスパラガス   0．01   
オクラ   0．01   
ラズベリー   0．01   
ブラックベリー   0．01   
ブルーベリー   0．01   
クランベリー   0．01   
その他のベリー類果実（注2）   0．01   
その他のオイルシード（注3）   0．01   
その他のハープ（注4）   0．01   

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小  

麦、大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のもの  
をいう。  

（注2）「その他のベリー類果実Jとは、ベリー類果  
実のうち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブ  
ルーベリー、クランベリー及びハックルベリー以外  
のものをいう。  

（注3）㌻その他のオイルシード」とは、オイルシー  

ドのうち、ひまわりの種子、ごまの種子、べにばな  
の種子、綿実、なたね及びスパイス以外のものを  
いう。  

（注4）「その他のハープ」とは、ハープのうち、ク  
レソン、にら、パセリの茎、パセリの葉、セロリの茎  
及びセロリの薬以外のものをいう。   
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ジメテナミド（Dimethenamid）  

農薬の食品中の残留基準の新規設定及び暫定的な残留基準の見直し  

度に基づく基準設定の要請があり、併せてポジティブリスト制度導入時に設定した  

は、平成8年に既に農薬登録がなされている。今回、S体の比率を高めた化合物  

ホップ等に、カナダにおいてキャベツ、豆類等に、EUにおいててんさい等に、オー  

無毒性量 3．8mg／kg体重／day  

審議の対象  

構造式  

作用機構  

嗣 

状 

諸外国の状況  

し 

評 

基準値案  

暴露評価  

意見聴取の状   
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農薬名  ジメテナミド  
（別紙1）  

く0．01，く0．01／く0．01，く0．01   

米国かぶ（地上部）】  

〈0．01（軌く0．01（＃）   

平成17年11月29日厚生労働省告示第499号において新しく設定した基準値については、網をつけて示した。  
（＃）これらの作物残留試験は、申請の範囲内で試験が行われていない。  
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（別紙2）  

答申（案）   

ジメテナミド  

残留基準値  
食品名  

DDm   

とうもろこし   0．05   
大豆   0．05   
ばれいしよ   0．01   
かんしよ   0．01   
てんさい   0．05   

かぶ類の根   0．01   

かぶ類の菓   0．1   
キャベツ   0．05   

たまねぎ   0．01   
にんにく   0．01   

その他のゆり科野菜乱ノ   0．01   
きゆうり（ガーキンを含む。）   0．01   

かぼちや（スカッシュを含む。）   0．01   

しろうり   0．01   

すいか   0．01   

メロン類果実   0．01   
まくわうり   0．01   

その他のうり科野菜往Zノ   0．01   
えだまめ   0．05   
その他の野菜吐Jノ   0．01   
ホップ   0．05   

牛の筋肉   0．01   
豚の筋肉   0．01   

その他の陸棲晴乳類に属する動物正4ノの筋肉   0．01   

牛の脂肪   0．01   

豚の脂肪   0．01   

その他の陸棲晴乳類に属する動物の脂肪   0．01   
乳   0．01   

鶏の筋肉   0．01   
その他の家きん圧bノの筋肉   0．01   
鶏の脂肪   0．01   

その他の家きんの脂肪   0．01   

鶏の肝臓   0．01   

その他の家きんの肝臓   0．01   

鶏の腎臓   0．01   
その他の家きんの腎臓   0．01   
鶏の食用部分   0．01   
その他の家きんの食用部分   0．01   

鶏の卵   0．01   

その他の家きんの卵   0．01   

※今回基準値を設定するジメテナミドとは、S体と  
R体の和をいう。  

注1）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のう  
ち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガ  
ス、わけぎ及びハープ以外のものをいう。  

注2）「その他のうり科野菜」とは、うり科野菜のう  
ち、きゆうり、かぼちや、しろうり、すいか、メロン  
類果実及びまくわうり以外のものをいう。   

注3）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、  
てんさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野  
菜、ゆり科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科  
野菜、ほうれんそう、たけのこ、オクラ、しようが、  
未成熟えんどう、未成熟いんげん、えだまめ、き  
のこ類、スパイス及びハーブ以外のものをいう。   

注4）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、  
陸棲哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外  
のものをいう。  

注5）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以  
外のものをいう。   

1了  



18  

t▲  r「   



プロスルホカルブ（ProsuLfocarb）  

農薬の食品中の残留基準の新規設定  

農薬取締法に基づく新規の農薬登録申請に伴い要請があったもの。  

0  
Js：1  

農薬／除草剤  

チオカーバメート系の除草剤  

主に脂質生合成系（超長鎖脂肪酸生合成系）を阻害することにより、生体  

膜変性を誘起し、細胞分裂に影響を与えて雑草を枯死させると考えられて  

いる。   

適用病害虫等  農薬登録申請；小麦、大麦／一年生雑草   

録状況   農薬登録はない。（新たに農薬登録申請がなされたものである。）   

児   
国際基準は設定されていない。EUにおいて、にんじん、たまねぎ、セロリ  

等に、オーストラリアにおいて、大麦、小麦、畜産物に基準が設定されてい  

る。   

許容一日摂取量（ADl）0．O19mg／kg体重／day  

ざ員会における     ［設定根拠］2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

響評価結果   無毒性量l．9mg／kg体重／day  

安全係数100  

別紙1のとおり。  

TMDI／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／ADI比  

（％）  

国民平均   0．6  

幼小児（1～6歳）   1．4  

妊婦   0．6  

高齢者（65歳以上）   0．4  

TMDI：理論最大一日摂取量（TheoreticalMaximumDaiIyIntake）   

状況   
平成21年10月2日に在京大使館への説明を実施  
今後、パブリックコメント及びWTO通報手続きを予定  

別紙2のとおり。   

審議の対象  

構造式  

作用機構  

適用作物／適  

我が国の登金  

諸外国の状三  

食品安全委  

食品健康影重堅  

暴露評価  

意見聴取の   
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農薬名  プロスルホカルブ  （別紙1）  

参考基準値  
基準値  

農産物名  
外国  作物残留試験成績  

案   現行   基準値  
ppm  ppm  ppm  PPm  ppmpm 

小麦   0．05  申  

大麦   
く0．01，く0．01  

0．05  申  く0．01，く0．01   

20．   



（別紙2）  

答申（案）   

プロスルホカルブ  

食品名   残留基準値 Dt）m  小麦  0．05  大麦  0．05   

21   
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メタラキシル及びメフエノキサム（MetaIaxy［andMefenoxam）  

ポジティブリスト制度導入時に設定した基準値の見直しを行うもの。  

果を有するとされる。   

適用作物／適用病害虫等  （既登録剤及び新規登録剤ともに）ばれいしょ、トマト、きゆうり等／疫病、べと病等   

本化合物のラセミ体（D体とL体の比率が50：50）である「メタラキシル」については、昭和  

我が国の登録状況  59年に矧こ農薬登録がなされている。今回、D体について「メタラキシルM」として新たに農  

薬登録申請がなされた。   

穀類、大豆等に国際基準が設定されている。米国において小豆類、ぱれいしょ等に、カナ  

諸外国の状況  
ダにおいて小麦、大豆等に、オーストラリアにおいて仁果果実類、パイナップル等に、ニュ  

一ジーランドにおいてベリー類等に、EUにおいてたまねぎ、かんきつ類等に基準値が設定  

されている。   

許容一日摂取量（ADI）0．022mg／kg体重／day  

食品安全委員会における     ［設定根拠】2年間慢性毒性／発がん性併合試験（ラット混餌）   

食品健康影響評価結果   無毒性量 2．2mg／kg体重／day  

安全係数100   

別紙1のとおり。  

基準値案  なお、現行の基準値が削除された食品は、基準が設定されていない食品同様、－  

律基準（0．01ppm）が適用される。   

TMDt／ADI比は、以下のとおり。  

TMDI／AD［比  

（％）  

暴露評価  国民平均   31．6  

幼小児（1～6歳）   64．4  

妊婦   27．0  

高齢者（65歳以上）   29．0  

TMDt：理論最大一日摂取量（TheoreticatMaximumPailylntake）   

意見聴取の状況   
平成21年10月2日に在京大使館への説明を実施  

現在、パブリックコメント及びmo通報手続中   

答申案   別紙2のとおり。   

23   



（別紙1）  農薬名：メタラキシル及びメタラキシルM   

Grain cereal 

0，014，0．025（あずき）  
Vegetablelegume   【米国】く0．05～0．06（＃）（n＝5）（インゲン）   
Vegetablelegume   【米国】〈0．05～0．11（＃）（n＝7）  

Veg8tablelogume   

【米国】〈0．05（＃）（n＝16）  

く0．02，0．03（わさびだいこん）  



食品名   基準値  参考基準値  
案ppm   外国基準値※）   残留試験成績   

PPm   PPm  PPm   DDm  

クレソン   2   
5  米国 vegetableleafy   

はくさい  0．3  2  ○・申   0．020，0．088  

0．3  

キャベツ  0．5  0．5  （⊃  0．5  CodexCabbageshead  
0．0乙0．06  

田  

芽キャベツ  0．2  ．2  0．2  CodexBrusselssprouts  
2   

ケー／レ  2  
0，3  豪州 LeafyY8getables   

こまつな  2  ○  0．20，0．44  

0．1  

きような   3   2   ○  1．02，0．40（みずな）   

0．1  

チンゲンサイ   2   2   ○  0．52，0．16  

0．1  

カリフラワー   0．5   0．5  0，5  Codex Caullflower 
2  

ブロッコリー   0．5   2  ○  0．5  Codex Broccoli 
〈0．1，く0．01  

田  

その他のあぶらな科野菜   0．7   2   ○  0．26．0．25（ひろしまな）   
5   

ごぼう   2  
0．5  米国 Vegetablerootandtuber  

サルシフイー  2  0．5  米国 Vegetablerootandtuber   

アーティチョーク  2  
0．5  米国 Veg8tablerootandtuber   

チコリ  2  1 EU Scarole 

ユングイブ  2  
5  米国 Vegetableleafy   

しゆんぎく  2  
5  カナダ Garlandchrysarlthemum   

レタス  2  2  2  CodexLettucehead  
5   米国Lettucehead   

その他のきく科野菜  2  
5  米国 Vegetablel閃fy   

たまねぎ  2  2  ○・申  2  CodexOnionbulb  
く0．01（軋く0．01（＃）  

3  

【EU】く0．02（n＝4）  
0．02（＃），0．03（＃）   

【EU】たまねぎを参照  

N
∽
 
 
 



残留試験成練  

【米国】く0．05～2．5（＃）（n＝6）  
0．38（軋0．05（軋0．31（＃），0．60（＃〉  

その他のなす科野菜  

かぼちや（スカッシュを含む）   
CodexSquashsu血mer，Wintersquash   

Codex Wat8rm8lom   

0．23（＃∴0．01（＃）   
CodexKelonsexc8ptYatemelon   

く0．05～0．531（＃）（n＝8）   
＊0．52～0．86（＃）（n＝4）   

N
の
 
 
 



食品名   基準値  参考基準値  
案ppm   外国基準値※）  残留試験成凍  

PPm  DDm  PPm  Pロm   

マッシュルーム  2  

しいたけ  

その他のきのこ類  

その他の野菜   3   2   ○  3＊  【米国】0．18～2．5（n＝13）（ジンセン）  

0．26．0．26（うど）   

5l   

みかん   0／2  ○  0．04（＃），0．02（＃）  

（暫定基準値の1ppmは、以前設定されていた登録   
保留基準を参照したもの（類型3－1））  

なっみかんの果実全体  
（カナダのCitrusfruitsは残留データはなく、  

他の国からの輸入品に使用されうることに配慮し   
たものとされる。）  

レモン′  0．7   2  

ロ  米国 Fruitcitrus  【米国lo．44～0．94（1982－1983年のデータ）   

0．5  EU Le皿On5   【EU】0．08～0．41（n＝4）  

オレンジ（ネーブルオレンジを含む）  0．7  
ロ  米国 Fruitcitrus   【米国】0．12～0．28／0．09～0．79／0．27～0．79  

（1982－1983年のデータ）  

0．5  EU Oranges   【EU】0．02～0．11（n＝4）  

グレープフルーツ  0．7   2  

ロ  米国 Fruitcitrus   【米国】レモン、オレンジを参照   

0．5  EU Grapefruit   【EU】レモン、オレンジ、マンダリンを参照  

ライム   0．7   
ロ  米国 Fruitcitrus   【米国】レモン、オレンジを参照   

0，5  EU LiIコeS   【EU】レモン、オレンジ、マンダリンを参照  

その他のかんきつ類果実   0．7   
ロ  米国 Fruitcitrus   【米国】レモン、オレンジを参照  
0．5  EU Mandarins，Citrusfruitothers   【EU】マンダリン0．08～0．17（n＝4）   

りんご  0．2  
ロ  EU Apples   【EU】く0，02（＃）（n＝4）  

0．2  （＃）EU基準値との開きを考慮  
（暫定基準値は、以前設定されていた登録保留基  

準を参照したもの（類型3－1））  

日本なし  0．2   
EUPears  【EU】りんごを参照  

0．2  

西洋なし   0．2   
EUPears   【EU】りんごを参照  

0．2  

マルメロ   0．2   
EUQuinces   【EU】りんごを参照  

0．2  

びわ   0．2   
EULoquat  【EU】りんごを参照  

0．2   

N
」
 
 
 



、おうとうを参照   

あんず（アプリコットを含む）  【米国】＊0．49～0．82（＃）（n＝2）  
（＃）Wの4～8倖の処理を考慮  

すもも（プルーンを含む）   【米国】＊0．17～0．47（＃）（n＝2）   
（＃）GAPの4～8倍の処理を考慮   

CodeよRaspberriesredblack   

【米国】く0．05～1．63（＃）（n＝13）   

その他のペリー類  

CodexAvocado   

その他のオイルシード  

q
 
 
 

N
ひ
 
 



食品名   基準値  参考基準値  
案ppm   外国基準値※）   残留試験成績   

PPm   Dpm  Ppm   pPm  

ぎんなん  

くり  

ペカン  1 

アーモンド   0．4   0．5＊  米国Almond   【米国】く0．05～0．88（＃）（n＝6）   

くるみ   0．4   0．5＊  米国 Walnut   【米国】〈0．05～0．13（＃）（n＝6）   

その他のナッツ類  ロ  豪州 Macademianuts   

茶   0．1   0．1  

コーヒー豆  

カカオ豆  0．2  0．2  0．2  Codex Cacao beans   

ホップ   10   10  （⊃  10  CodexHopsdry  
1．0，0．6  

20   

その他のスパイス（種子を除く）   5   2  ○  1．26（＃），1．66（＃）（みかん果尿）   

0．5  米国 Vegetablerootandtuber  
0．1  

その他のハープ   2   ○・申  0．64（＃），0．35（みょうが）   

8   

牛の筋肉   0．02  0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofcattle   

豚の筋肉   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofhogs   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の筋肉   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatofgoats，horses．sheep   

牛の脂肪   0．02   0．4  0，4  米国 Cattlefat  カナダの基準値は米国で実施された試験成績を  

0．05＊＊  カナダ Fatofcattle   基に評価がされたものとされる。   

豚の脂肪   0．02  0．5  0．4  

0．05＊＊   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．02   0．4  0．4  

0．05＊＊   

牛の肝臓   0．1   8．3  0．4  

0．3＊＊   

豚の肝臓   0．1   0．3  0．4  

0．3＊＊   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．1   0．3  0．4  

0．3＊＊   

牛の腎臓   0．3   0．3  0．85＊＊  カナダ Kidneyofcattle   

豚の腎臓   0．3   0．3  0．4  

085＊＊   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．3   0．3  0．4  

0．85＊＊   

牛の食用部分   0．02   0．2  0．05＊＊  カナダ Meatbyproductsofcattle   

豚の食用部分   0．02   0．2 0．05＊＊  カナダ Meatbyproductsofhogs   

その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分  0．02   0．2  0．05＊  カナダ Meatbyproductsofgoats，horses，Sheep   

乳  0．03  0．02  
0．01＊＊   

N
¢
 
 
 



その他の家きんの脂肪  

その他の家きんの肝臓  

その他の家きんの腎臓  

平成17年11月29日厚生労働省公示第499号において設定された基準値については、網を付けて示した。   

（＃）これらの作物残留試験は、適用範囲内で行われていない。   

外国基準値欄は、定量限界以外の基準値を記載している。「～－M」と記載した食品は、メタラキシ／Ⅷの基準値であることを示す。   

○作物残留試験の分析対象   
JMPR及びEUではD－鏡像異性体のメタラキシルMを対象とし、米国及びカナダではメタラキシル及びメタラキシルM並びにその代謝物をまとめて加水分解し、   
2，6－ジメチルアニリンを生成させ、その総量をメタラキシル又はメタラキシルMの残留値としている。豪州ではラセミ体のメタラキシルを分析対象としている。   

＊印は、基準値を設定する際に、米国又はカナダの基準を参照した箇所で、代謝物が含まれている。   

＊農産物では、植物体内運命試験成凄から、親化合物と2，6－DMAに変換されると推測される代謝物の合計に対する親化合物の推定最大割合の1／1，5≒0．7を換算係数として乗じ、  
一律基準を超える農産物について、下2桁目を切り上げて基準値を設定した。   

＊＊畜産物では、親化合物と2，6－D舶に変換されると推測される代謝物の合計に対する親化合物と代謝物Dの推定最大割合と推定される0．2～0．3の係数（家畜0，3、家きん0．2）を  
カナダの基準値に乗じ、一律基準を超える畜産物について、端数を切り上げて基準値を設定した。   



（別紙2〉  

答申（案）   

メタラキシル及びメフエノキサム  

食品名   
残留基準値  

（ppm）   

米（玄米をいう。）   0．1   
小麦  0．05  

大麦  0．05  
ライ麦  0．05   
とうもろこし   0．05   
そば   0．05   
その他の穀類（注1）   0．05   
大豆  0．05  
小豆類  0．2  
えんどう  0．2   
らつかせい   0．1   
その他の豆類（注2）   0．2   
ぱれいしよ   0．3   
こんにやくいも   0．3   
てんさい   0．05   
さとうきび   0．05   
だいこん類（ラディッシュを含む）の根   0．2   
だいこん類（ラディッシュを含む）の葉   0．2   
かぶ類の根   0．3   
かぶ類の菓   0．3   
西洋わさび   0．2   
はくさい   0．3   
キャベツ   0．5   
芽キャベツ   0．2   
こまつな   

きような   3   

チンゲンサイ   2   

カリフラワー   0．5   
ブロッコリー   0．5   
その他のあぶらな科野菜（注3）   0．7   
レタス（サラダ菜及びちしやを含む）   2   

たまねぎ   2   

ねぎ（リーキを含む）   0．2   
にんにく   0．5   
アスパラガス   0．05   
わけぎ   0．2   
その他のゆり科野菜（注4）   0．3   
にんじん   0．05   
パセリ   2   

みつば   2   

その他のせり科野菜（注5）   
トマト   2  

ピーマン   2  

なす   
その他のなす科野菜（注6）   
きゆうり（ガーキンを含む）   
かぼちや（スカッシュを含む）   0．2   
すいか   0．2   
メロン類果実   0．7   
ほうれんそう   2   

オクラ   
しようが   
未成熟えんどう   0．2   
未成熟いんげん   0．2   
えだまめ   0．2   
その他の野菜（注7）   3   

みかん  0．2  
レモン′  0．7   
オレンジ（ネーブルオレンジを含む）   0．7   
グレープフルーツ   0．7   
ライム   0．7   
その他のかんきつ類果実（注8）   0．7   
りんご   0．2   
日本なし   0．2   
西洋なし   0．2   
マ／レメロ   0．2   
ぴわ   0．2   

※）今回基準を設定するメタラキシル及びメフエノキサム  
とは、農産物においてはメタラキシル及びメフエノキサム  
をいい、畜産物においてはメタラキシル及びメフエノキサ  
ム並びに2－［（2，6－ジメチルフェニルト（2－ヒドロキシアセチ  
ル）アミノ］プロビオン酸をメタラキシル及びメフエノキサ  
ムの含量に換算したものの和をいうこと。  

（注1）「その他の穀類」とは、穀類のうち、米、小麦、  
大麦、ライ麦、とうもろこし及びそば以外のものをいう。  

（注2）「その他の豆類」とは、豆類のうち、大豆、小豆  
類、えんどう、そら豆、らつかせい及びスパイス以外のも  
のをいう。  

（注3）「その他のあぶらな科野菜」とは、あぶらな科野  
菜のうち、だいこん類の根、だいこん類の菓、かぶ類の  
根、かぶ類の葉、西洋わさび、クレソン、はくさい、キャ  
ベツ、芽キャベツ、ケール、こまつな、きような、チン  
ゲンサイ、カリフラワー、ブロッコリー及びハープ以外の  
ものをいう。  

（注4）「その他のゆり科野菜」とは、ゆり科野菜のう  
ち、たまねぎ、ねぎ、にんにく、にら、アスパラガス、わ  
けぎ及びハープ以外のものをいう。  

（注5）「その他のせり科野菜」とは、せり科野菜のう  
ち、にんじん、パースニップ、パセリ、セロリ、みつば、  
スパイス及びハーブ以外のものをいう。  

（注6）「その他のなす科野菜」とは、なす科野菜のう  
ち、トマト、ピーマン及びなす以外のものをいう。  

（注7）「その他の野菜」とは、野菜のうち、いも類、て  
んさい、さとうきび、あぶらな科野菜、きく科野菜、ゆり  
科野菜、せり科野菜、なす科野菜、うり科野菜、ほうれん  
そう、たけのこ、オクラ、しようが、未成熟えんどう、未  
成熟いんげん、えだまめ、きのこ類、スパイス及びハープ  
以外のものをいう。  

（注8）「その他のかんきつ類果実」とは、かんきつ類果  
実のうち、みかん、なっみかん、なっみかんの外果皮、な  
つみかんの果実全体、レモン、オレンジ、グレープフルー  
ツ、ライム及びスパイス以外のものをいう。   
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メタラキシル及びメフエノキサム（つづき）  

食品名   
残留基準値  

（ppm）   

0．2   
ネクタリン   0．2   
あんず（アプリコットを含む）   0．2   
すもも（プルーンを含む）   0．2   
おうとう（チェリーを含む）   0．2   
いちご   7   

ラズベリー   0．2   
ブラックベリー   0．2   
ブルーベリー   

2   

その他のベリー類果実 （注9）   0．2   
ぶどう   
アボカド   0．2   
ハツン／ヨンフ／レーツ   0．2   
ひまわりの種子   0．05   
綿実   0．05   
アーモンド   0．4   
くるみ   0．4   
カカオ豆   0．2   
ホップ   10   
その他のスパイス（注10）（種子を除く。）   5  

その他のハープ（注11）   2  

牛の筋肉   0．02   
豚の筋肉   0．02   
その他の陸棲哺乳類に属する動物（注12）の筋肉   0．02   
牛の脂肪   0．02   
豚の脂肪   0．02   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の脂肪   0．02   
牛の肝臓   0．1   
豚の肝臓   0．1   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の肝臓   0．1   
牛の腎臓   0．3   
豚の腎臓   0．3   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の腎臓   0．3   
牛の食用部分（注13）   0．02   
豚の食用部分   0．02   
その他の陸棲哺乳類に属する動物の食用部分   0．02   
鶏の筋肉   0．01   
その他の家きん（注14）の筋肉   0．01   
鶏の脂肪   0．01   
その他の豪きんの脂肪   0．01   
鶏の肝臓   0．06   
その他の豪きんの肝臓   0．06   
鶏の腎臓   0．2   
その他の豪きんの腎臓   0．2   
鶏の食用部分   0．01   
その他の豪きんの食用部分   0．01   
鶏の卵   0．01   
その他の家きんの卵   0，01   
乾燥させたその他のスパイス（種子に限る。）   5   

（注9）「その他のベリー類果実」とは、ベリー類果実の  
うち、いちご、ラズベリー、ブラックベリー、ブルーベ  
リー、クランベリー及びハックルベリー以外のものをい  
う。  

（注10）「その他のスパイス」とは、スパイスのうち、西  
洋わさび、わさびの根茎、にんにく、とうがらし、パプリ  
カ、しようが、レモンの果皮、オレンジの果皮、ゆずの果  
皮及びごまの種子以外のものをいう。   

（注11）「その他のハープ」とは、ハープのうち、クレソ  
ン、にら、パセリの茎、パセリの菓、セロリの茎及びセロ  
リの葉以外のものをいう。  

（注12）「その他の陸棲哺乳類に属する動物」とは、陸棲  
哺乳類に属する動物のうち、牛及び豚以外のものをいう。  

（注13）「食用部分」とは、筋肉、脂肪、肝臓及び腎臓を  
除いた部分をいう。  

（注14）「その他の家きん」とは、家きんのうち、鶏以外  
のものをいう。   
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